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平成２５年度 土木部 ６月補正（追加含む）要求概要 

東日本大震災復興交付金の事業採択による 
再生・復興事業の増額 
 

 ・東日本大震災からの復旧・復興に必要な道路整備を推進します   ９，４７６万円 
  
 ・復興まちづくりにより災害に強いまちづくりを推進します   １億８，０００万円 
  
社会資本整備総合交付金（復興）の国内示による 
再生・復興事業の増額 
     
 ・津波被害を軽減する河川堤防等の整備をします         ２億７，７８０万円 
 
 ・復興を加速化する観点から、常磐道の追加ＩＣを検討します         ３，５００万円 

◯平成２５年度６月補正（追加含む） 土木部予算 

 一般会計 ６億４，７３３万円 （うち、追加３，５００万円）  
 
  ●東日本大震災復興交付金事業採択による 
   事業費の増額                ２億７，４７６万円 
 
  ●社会資本整備総合交付金（復興）国内示による 
   事業費の増額              ３億１，２８０万円 
      ※うち、追加             ３，５００万円 
 
  ●そ の 他                 ５，９７７万円 

補正予算の規模 

１ 東日本大震災復興交付金  

第5回申請分の事業採択により、 

再生・復興事業を増額補正しま

す。 

２ 社会資本整備総合交付金（復

興）の国内示により、再生・復

興事業を増額補正します。 

                     ※追加含む 

補正予算の概要 

P.1 

主な事業内容 

P.3 

P.2 

P.4 追
加 



【事業の概要】 東日本大震災からの復旧・復興に必要な道路整備を推進します 
土木部 ６月補正予算   

※この資料に関する問い合わせ先 ： 道路整備課 主幹 鈴木 （電話024-521-7502  県庁内線3570 ） １ 福島県土木部 

事業の概要 

津波被災地の復興まちづくりと一体となった道路整備に向けた調査を行います。 

◇復興交付金事業 

広野小高線（南相馬市小高区） 

津波による道路被災状況 

至 広野町 
県道北泉小高線 

太田川 



【事業の概要】 復興まちづくりにより災害に強いまちづくりを推進します 
土木部 ６月補正予算   

※この資料に関する問い合わせ先 ： まちづくり推進課 主幹 寺木 （電話024-521-7868 県庁内線3647 ） ２ 福島県土木部 

事業の概要 

 復興交付金を活用し、地域の特性に即した、市街地の復興効果促進に寄与する事業として、
新規土取り場の測量設計や浸水履歴標識を設置するための調査などを新たに行います。 

◇復興交付金事業（市街地復興効果促進） 

浸水履歴標識 新規土取り場 

 復興事業の課題となっている不足土問題を解消するた
め、新規土取り場を設置する必要があり、早急に測量･ 
調査･設計を行い、復興に向けたまちづくりを推進しま
す。 

 沿岸部において迅速かつ的確な避難を行うための注
意喚起手段として、浸水履歴標識を設置するための調
査を行います。 
 

※写真は整備イメージです。 ※写真は整備イメージです。 

2011.3.11 
東日本大震災 

津波浸水深ここまで 



【事業の概要】 津波被害を軽減する河川堤防等の整備をします。 
土木部 ６月補正予算   

※この資料に関する問い合わせ先 ： 河川整備課 主幹 平野 （電話024-521-7644  県庁内線3585 ） ３ 福島県土木部 

事業の概要 

 津波に強い地域づくりを推進するため、河口部の河川堤防を嵩上げします。 

◇交付金事業（河川）(再生・復興） 

 津波・高潮対策として、夏井川・鮫川の河川堤防嵩上げを行います。 

夏井川 鮫川 

Ｈ２５年度６月補正 左右岸築堤工 Ｌ＝365ｍ Ｈ２５年度６月補正 右岸築堤工 Ｌ＝1,100m 



【事業の概要】 復興を加速化する観点から、常磐道の追加ＩＣを検討します 
土木部 ６月補正(追加)予算   

※この資料に関する問い合わせ先 ： 高速道路室 主幹 所 （電話024-521-7478  県庁内線3575 ） ４ 福島県土木部 

事業の概要 

避難解除区域等の復興を加速化する観点から、関係市町より要望のある常磐自動車道の追加
インターチェンジに関して、その効果や配置案等について検討を行います。 

追加ＩＣの検討 

楢葉ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｴﾘｱに

併設するｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰ

ﾁｪﾝｼﾞ構想につい

て、技術的難易度

が高いことから、

楢葉町からの申し

出にもとづき、県

が受託し基本設計

を行います。 

復興を加速化する観

点から、復興需要等

を調査し、追加ｲﾝﾀｰ

ﾁｪﾝｼﾞのよる常磐自

動車道の利便増進の

効果や配置案等を検

討します。 

楢葉ＰＡのスマートＩＣ検討（６月補正計上済み） 

常磐富岡 

浪 江 

南相馬 

広 野 

追
加
Ｉ
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＜追加ＩＣの例＞ 
白河中央スマートＩＣ 

現在の楢葉PA（下り線）の状況 

いわき浪江線 35 

35 いわき浪江線 

至東京 

至仙台 

楢
葉
Ｐ
Ａ
予
定
地 
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